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･ ｢この葉っぱパリパリしてるね｣ ｢まあっかだなあ! ｣とさわった感想や見た感想など五
感が刺激されている様子や季節の歌を歌う子など季節や自然を感じることのできる素材
を提供することで､遊びながら季節を感じていることが理解できた｡
･活動が終了した後､迷路に使った袋を集めてベッドのように仰向けで感触を楽しんだり､
うつぶせになって楽しんだり身体全体で素材を体感している様子をみて､この活動の楽
しさがより見て取ることができた｡
･迷路が完成したら｢僕がつめた袋はこれだよ! ｣と自分のものにこだわりをもてている
ことがすぼらしいと感じた｡
･迷路の中で迷いながらも自分で考えて､新しい道を見つけていこうとする姿があり､遊
びながらも思考力を身につけていくことが理解できた｡
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･袋に詰めること自体遊びになっていたので袋詰めが終わった後｢またやりたい｣ ｢もうー
っ作る! ｣などと言う園児がいた｡自分で遊ぶ道具を作ることに満足していた｡個々の
ものが繋がり迷路になっていくことを楽しんでいる姿もあった｡完成した迷路にいろん
な遊び方を工夫して楽しんでいる様子が伺えた｡とても有意義な活動であると思った｡
･散らかることを気にせず､大胆に掴んで袋に詰めていくことで､どんどんたまっていく
ことを楽しんでいるように思いました｡少し袋を開けておくことが難しいようだが､そ
れでも自分でやろうとしている姿を見守ったり､支えていくことが必要だなあと感じた｡
また､実際に遊ぶ活動では､はじめ複数から少しずつ人数を減らしながら迷路に挑戦す
ることで､すらすら行くことができた園児が迷っで悩みながら進んだり､ゴールしよう
と頑張っている姿があり､楽しみながらもあきらめないことを学ぶよい機会となってい
たように思えた｡途中でコースに変化をつけることで楽しさを持続させたり､チャレン
ジする人の人数を変化させるなど遊び方の展開という意味でも学ぶことが多かった｡
など
以上の学生が記述した授業記録カードからも付属幼稚園の園児と学生が共同作業するこ
とで､園児が学生の活動に刺激されたり支えられたりしながら園児の主体性や創造力育成
に大きな働きがあることが伺える｡また､学生にとって園児がどのように五感を働かせ創
造力を育んでいくのか､造形活動を楽しく主体的に行わせるにはどのような配慮が必要な
のかなど学べたことが伺える｡
4まとめ
以上の三つの実践事例における考察から､共同製作､共同活動することは園児にとって
主体性や創遭性を育むのに有効に働くことは当然のことのように確認された｡人が何かの
行動する時に先人の成功を真似ることから始めることが多いと思われる｡親や先生の背中
を見て育つと言われるように､芸術家が発想したり創造する場合､過去の巨匠や恩師､同
時代の作家や仲間などの作品の影響を受けることも同じである｡園児にとって造形経験の
豊富な学生の表現はあこがれの的である｡その表現方法を真似ながら自分なりの表現を模
索をすることで今までできなかった表現方法を身につけたり､創造力を伸張することがで
きる｡
学生にとっては､共同作業することにより子どもの創造力や表現技術がどのように身に
付くのか､活動が停滞する原因はどんなところにあるのか､子どもの造形表現の自立はど
のように発達していくのかなどが特に実感できる活動であると言える｡今後さらに学生が
現場で役立つ教材開発のためにも､共同製作･共同活動を大切にしていきたい｡
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